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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
係
る
農
林

水
産
省
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
海
洋
放
出
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
五

年
八
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策
関
係
閣
僚
等
会
議
及
び
第
六
回
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
の
着
実
な
実
行
に
向
け
た
関
係
閣
僚
等
会
議
（
以
下
「
合
同
会
議
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
か
ら
、
御
指
摘
の
「
漁
業
者
や
漁
業
団
体
に
よ
る
理
解
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
状
況
に

つ
い
て
の
発
言
等
」
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
そ
も
そ
も
、
合
同
会
議
は
、
「
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
着
実
な
実
行
に
向
け
て
風
評

に
よ
る
影
響
に
関
す
る
対
策
等
に
つ
い
て
進
捗
を
確
認
す
る
た
め
の
会
議
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
漁
業
者
や
漁
業
団
体
に
よ

る
理
解
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
で
は
な
い
。 

二
の
１
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
政
府
に
お
い
て
中
国
に
よ
る
全
面
禁
輸
と
い
う
事
態
を
想
定
し
て
い
た
具
体
的
な
場
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
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が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
合
同
会
議
に
お
い
て
は
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
松
野
博
一
内
閣
官
房
長
官
、
西

村
康
稔
経
済
産
業
大
臣
、
渡
辺
博
道
復
興
大
臣
（
当
時
）
、
林
芳
正
外
務
大
臣
（
当
時
）
、
井
上
貴
博
財
務
副
大
臣
（
当

時
）
、
永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
（
当
時
）
、
本
田
顕
子
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
（
当
時
）
、
野
村
哲
郎
農
林
水
産
大
臣

（
当
時
）
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
西
村
明
宏
環
境
大
臣
（
当
時
）
、
河
野
太
郎
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者
及

び
食
品
安
全
）
（
当
時
）
、
太
田
房
江
経
済
産
業
副
大
臣
（
当
時
）
、
山
中
伸
介
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
、
木
原
誠
二

内
閣
官
房
副
長
官
（
当
時
）
、
磯
﨑
仁
彦
内
閣
官
房
副
長
官
（
当
時
）
、
栗
生
俊
一
内
閣
官
房
副
長
官
、
藤
井
健
志
内
閣
官

房
副
長
官
補
、
市
川
恵
一
内
閣
官
房
副
長
官
補
、
四
方
敬
之
内
閣
広
報
官
、
小
口
正
範
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長
、

小
早
川
智
明
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
執
行
役
社
長
及
び
山
名
元
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
理
事
長

が
出
席
し
、
御
指
摘
の
「
中
国
に
よ
る
全
面
禁
輸
と
い
う
事
態
」
を
含
む
諸
外
国
に
よ
る
科
学
的
根
拠
の
な
い
輸
入
規
制
措

置
等
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
し
た
上
で
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
諸
外
国
に
よ
る
科
学
的
根

拠
の
な
い
輸
入
規
制
措
置
等
へ
の
対
策
と
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
、
水
産
物
等
の
国
内
消
費
の
拡
大
、
国
内
生
産
の
維
持
、

新
た
な
輸
出
先
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
加
工
体
制
の
強
化
、
海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
談
会
の
開
催
等
の
新
た
な
輸
出

先
の
開
拓
等
、
臨
機
応
変
な
対
策
を
講
じ
万
全
を
期
す
。
」
こ
と
を
含
む
「
「
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
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島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
実
行
と
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
」
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

二
の
１
及
び
３
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
合
同
会
議
に
お
い
て
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
伴
う
諸
外
国
に
よ
る
科
学
的
根
拠
の
な
い
輸
入
規
制
措
置
等
へ
の
対
策
と
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
、
水
産
物
等
の

国
内
消
費
の
拡
大
、
国
内
生
産
の
維
持
、
新
た
な
輸
出
先
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
加
工
体
制
の
強
化
、
海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
や
商
談
会
の
開
催
等
の
新
た
な
輸
出
先
の
開
拓
等
、
臨
機
応
変
な
対
策
を
講
じ
万
全
を
期
す
。
」
こ
と
を
含
む
「
「
東

京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る

基
本
方
針
」
の
実
行
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
農
林
水
産
大
臣
が
御
指
摘
の
発
言
に
至
っ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
九
月
八
日
の
衆
議
院
経
済
産
業

委
員
会
、
農
林
水
産
委
員
会
連
合
審
査
会
に
お
い
て
、
野
村
哲
郎
農
林
水
産
大
臣
（
当
時
）
が
、
「
政
府
と
し
ま
し
て
は
、

日
本
の
水
産
物
が
全
面
的
に
輸
入
停
止
に
な
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
も
想
定
し
て
お
り
ま
し
て
・
・
・
そ
れ
は
私
が
個

人
的
な
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
可
能
性
も
想
定
し
て
、
被
災
地
の
水
産
物
限
定
で
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な
く
、
全
国
ど
の
地
域
の
水
産
物
に
つ
い
て
も
支
援
可
能
な
、
三
百
億
の
基
金
に
よ
る
風
評
影
響
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
、
日
本
水
産
物
の
全
面
禁
輸
と
い
う
事
態
が
確
実
に
起
こ
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
特
定
国
、

地
域
依
存
か
ら
の
脱
却
な
ど
の
構
造
転
換
に
つ
い
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

し
た
。
今
回
、
我
が
国
と
し
て
は
・
・
・
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
措
置
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
水
産
物
の
全
面
禁
輸

が
実
際
に
生
じ
た
た
め
に
追
加
対
策
を
講
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
所
感
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
と
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
「
農
林
水
産
省
に
お
い
て
改
善
を
図
っ
た
組
織
体
制
等
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は

な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
想
定
し
た
具
体
的
な
ケ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
政
府
と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
も
想

定
し
て
い
た
」
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
諸
外
国
に
よ
る
科
学
的
根
拠

の
な
い
輸
入
規
制
措
置
等
の
撤
廃
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
「
想
定
し
た
具
体
的
な
ケ
ー
ス
」
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
当
該
働
き
か
け
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
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し
控
え
た
い
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
二
の
１
及
び
３
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
「
「
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
実
行
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
諸
外
国
に
よ
る
科
学
的
根
拠
の
な
い
輸
入
規
制
措
置

等
へ
の
対
策
と
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
、
水
産
物
等
の
国
内
消
費
の
拡
大
、
国
内
生
産
の
維
持
、
新
た
な
輸
出
先
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
加
工
体
制
の
強
化
、
海
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
談
会
の
開
催
等
の
新
た
な
輸
出
先
の
開
拓
等
、
臨
機
応
変

な
対
策
を
講
じ
万
全
を
期
す
。
」
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
５
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
水
産
物
に
対
し
て
中
国
及
び
ロ
シ
ア
が
御
指
摘
の
よ
う
に
「
輸
入
規
制
措
置
を
強
化
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
」
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
科
学
的
根
拠
の
な

い
輸
入
規
制
措
置
の
即
時
撤
廃
を
強
く
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
御
指
摘
の
「
今
後
、
同
様
に
輸
入
規
制
措
置
を
強
化
す
る

国
が
世
界
各
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
」
が
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
安
全
性
に
つ
い

て
高
い
透
明
性
を
も
っ
て
国
際
社
会
に
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
。 
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三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
対
策
事
業
別
の
内
訳
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
五
年
九
月

四
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
「
水
産
業
を
守
る
」
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
総
額
千
七
億
円
の
予
算
額
は
、
令
和
三
年
度

補
正
予
算
に
お
い
て
措
置
さ
れ
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
需
要
対
策
事
業
」
の
三
百
億
円
、
令
和
四
年
度

補
正
予
算
に
お
い
て
措
置
さ
れ
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
漁
業
者
支
援
事
業
」

の
五
百
億
円
及
び
令
和
五
年
度
予
備
費
に
お
い
て
措
置
さ
れ
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
関
連
の
輸
入
規
制
強
化
を
踏
ま
え
た
水

産
業
の
特
定
国
・
地
域
依
存
を
分
散
す
る
た
め
の
緊
急
支
援
事
業
」
の
約
二
百
七
億
円
の
予
算
額
を
合
算
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
積
算
根
拠
に
つ
い
て
は
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
需
要
対
策
事
業
」
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
に
伴
う
水
産
物
の
需
要
の
減
少
等
の
風
評
に
よ
る
影
響
が
生
じ
た
場
合
に
漁
業
者
が
安
心
し
て
漁
業
を
続
け
て

い
く
た
め
、
漁
業
者
団
体
に
よ
る
水
産
物
の
販
路
拡
大
の
取
組
へ
の
支
援
等
に
要
す
る
経
費
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
伴
う
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
漁
業
者
支
援
事
業
」
で
は
、
持
続
可
能
な
漁
業
継
続
を
実
現
す
る
た
め
、
省
エ
ネ

活
動
等
を
通
じ
た
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
組
等
へ
の
支
援
に
要
す
る
経
費
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
関
連
の
輸
入
規
制
強
化

を
踏
ま
え
た
水
産
業
の
特
定
国
・
地
域
依
存
を
分
散
す
る
た
め
の
緊
急
支
援
事
業
」
で
は
、
水
産
物
の
新
た
な
需
給
構
造
の
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構
築
を
支
援
す
る
た
め
、
漁
業
者
団
体
等
に
よ
る
ホ
タ
テ
等
の
輸
出
の
減
少
が
顕
著
な
品
目
の
海
外
を
含
む
新
た
な
需
要
の

開
拓
等
へ
の
支
援
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
令
和
四
年
の
国
民
一
人
当
た
り
の
国
内
消
費
量
が
約
七
粒
」
は
、
ホ
タ
テ
一
枚
当
た

り
の
重
さ
を
二
百
五
十
グ
ラ
ム
と
仮
定
し
た
上
で
、
農
林
水
産
省
の
「
海
面
漁
業
生
産
統
計
調
査
」
に
お
け
る
令
和
四
年
の

ホ
タ
テ
の
国
内
生
産
量
か
ら
財
務
省
の
「
貿
易
統
計
」
に
お
け
る
同
年
の
ホ
タ
テ
の
輸
出
量
を
原
魚
換
算
（
処
理
又
は
加
工

さ
れ
た
魚
介
類
の
重
量
を
、
当
該
処
理
又
は
加
工
さ
れ
る
以
前
の
元
の
重
量
に
換
算
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
し
た
推
定
値
を

差
し
引
い
て
算
出
し
た
同
年
の
ホ
タ
テ
の
国
内
消
費
量
の
推
定
値
で
あ
る
約
二
十
二
万
千
ト
ン
を
令
和
五
年
一
月
一
日
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
及
び
当
該
ホ
タ
テ
一
枚
当
た
り
の
重
さ
で
除
し
た
推
定
値
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
追
加
で

五
粒
」
は
、
令
和
四
年
の
中
国
及
び
香
港
向
け
の
ホ
タ
テ
の
輸
出
量
の
約
十
七
万
九
千
ト
ン
を
当
該
人
口
及
び
当
該
ホ
タ
テ

一
枚
当
た
り
の
重
さ
で
除
し
た
推
定
値
で
あ
る
。 

三
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
全
体
的
な
影
響
及
び
被
害
額
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
各
国
・
地
域
の
輸
入
規
制
の
強
化
」
に
よ
り
、



 

８ 

 

水
産
物
の
生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
各
段
階
で
影
響
が
生
ず
る
な
ど
そ
の
対
象
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
網
羅
的
に
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
令
和
四
年
に
お
け
る
我
が
国
か
ら
の
水
産
物
の
輸
出
額
が
第
一
位
の
中
国
及
び
第
二
位
の

香
港
が
我
が
国
の
水
産
物
に
対
す
る
輸
入
規
制
措
置
を
強
化
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
九
月
四
日
に
取
り
ま
と

め
た
「
「
水
産
業
を
守
る
」
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
い
て
、
我
が
国
の
水
産
業
支
援
に
万
全
を
期
す
べ
く
、
「
国
内
消
費

拡
大
・
生
産
持
続
対
策
」
、
「
輸
出
先
の
転
換
対
策
」
、
「
国
内
加
工
体
制
の
強
化
対
策
」
等
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

三
の
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
中
国
等
に
よ
る
輸
入
規
制
措
置
が
長
期
化
す
る
場
合
等
」
の
影
響
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
具
体
的
に
想
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
国
の
水

産
業
支
援
に
万
全
を
期
す
べ
く
、
必
要
に
応
じ
て
機
動
的
に
予
算
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
益
を
損
な
う
判
断
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
合
同
会
議
に
お
い
て
、
西

村
経
済
産
業
大
臣
か
ら
、
「
漁
業
者
の
方
々
か
ら
は
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
包
括
報
告
書
や
安
全
性
の
説
明
を
通
じ
て
、
安
全
性
に



 

９ 

 

つ
い
て
の
理
解
は
深
ま
っ
た
、
ま
た
、
廃
炉
と
な
り
わ
い
継
続
は
、
漁
業
者
の
思
い
で
あ
り
、
政
府
の
漁
業
者
の
な
り
わ
い

継
続
に
寄
り
添
っ
た
姿
勢
と
安
全
性
を
含
め
た
対
応
に
つ
い
て
、
我
々
の
理
解
は
進
ん
で
き
て
い
る
、
と
の
声
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
体
、
そ
の
他
事
業
者
へ
の
説
明
・
意
見
交
換
に
お
い
て
、
処
分
の
必
要
性
や
安
全
性
、
事
業
内
容
を

説
明
し
て
き
て
い
る
中
で
、
こ
う
し
た
内
容
を
理
解
し
た
と
の
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
声
も
踏
ま
え
ま
し

て
、
関
係
者
の
一
定
の
理
解
を
得
た
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
と
お
り
、
漁
業
者
や
そ
の
他
事
業
者
、

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
関
し
て
、

御
指
摘
の
「
国
内
外
に
お
い
て
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
国
内
外
の
諸
課
題
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
部
の
国

・
地
域
に
よ
る
輸
入
規
制
強
化
に
対
し
て
、
科
学
的
根
拠
の
な
い
措
置
の
即
時
撤
廃
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
総
額
千
七

億
円
の
「
「
水
産
業
を
守
る
」
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
早
急
に
対
策
を
実
行

し
、
全
国
の
水
産
業
支
援
に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
海
洋
放
出
を
一
時
停
止
」
す
る
予
定
や

「
海
洋
放
出
の
再
開
時
期
等
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
」
す
る
予
定
は
な
い
。 


